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２
０
１
２
京
滋
の
有
力
企
業
ト
ッ
プ
に
聞
く

海
外
４
拠
点
体
制
強
化
へ
営
業
機
能
付
加
し
拡
充
外
需
比
率
ア
ッ
プ

　
―
２
０
１
２
年
に
特
に
注
力
し

た
い
テ
ー
マ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
海
外
営
業
の
体
制
を
強
化
し

た
い
。
売
上
高
に
占
め
る
海
外
需

要
の
比
率
は

年
１
月
期
見
込
み

の

％
か
ら
、

年
１
月
期
に
は

％
以
上
に
高
ま
る
と
み
て
い

る
。
そ
こ
で
、
海
外
拠
点
を
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
中
心
か
ら
、
営
業

機
能
も
加
え
た
体
制
に
拡
充
す

る
。

年
中
に
は
台
湾
の
子
会
社

で
も
営
業
を
始
め
る
。
こ
れ
に
よ

り
中
国
、
韓
国
、
台

湾
、
イ
タ
リ
ア
に
置
く

す
べ
て
の
海
外
子
会
社

で
、
営
業
と
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る

こ
と
に
な
る
」

　
―
外
需
が
伸
び
て
い
る
背
景

は
。

　
「
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｔ

・
環
境
関
連
市
場
が

年
以
降
、

広
が
り
を
み
せ
て
き
て
い
る
。
と

り
わ
け
中
国
、
韓
国
、
台
湾
の
市

場
は
地
理
的
に
も
近
く
、
す
で
に

当
社
は
国
内
市
場
と
同
じ
感
覚
で

い
る
。
事
業
が
今
後
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
の
は
明
ら
か
。
長
期
的

に
は
市
場
拡
大
が
見
込
め
る
米

国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア

フ
リ
カ
も
、
拠
点
を
開
設
す

る
候
補
地
と
な
る
」

　
―
主
力
の
高
精
度
・
微
細

レ
ー
ザ
ー
加
工
装
置
を
中
心

に
生
産
は
国
内
に
徹
し
て
い

ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
優
れ

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
充
実
し
た

国
内
で
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
超
円
高
に
よ
っ

て
コ
ス
ト
競
争
力
を
失
わ
な
い
た

め
に
、
中
核
技
術
は
海
外
に
流
出

さ
せ
ず
に
、
韓
国
等
で
現
地
生
産

す
る
検
討
も
始
め
て
い
る
」

　
―
ニ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
ま
す
か
。

　
「
最
近
の
特
色
と
し
て
は
二
次

電
池
、
電
子
部
品
、
液
晶
な
ど
、

最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
や
環
境
関
連
の
分

野
で
、
国
内
外
の
大
手
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
需
要
が
相
次
い
で
い
る
。

事
業
分
野
別
の
売
上
高
比
率
は

レ
ー
ザ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー

が

％
、
二
次

電
池
製
造
装
置
等
の

環
境
関
連

が

％
、
液
晶
製
造
装
置
等

の

Ｉ
Ｔ
関
連

が

％
と
な
っ
た
」

　
―
レ
ー
ザ
ー
の
用
途
は
広
が
り

ま
す
か
。

　
「
レ
ー
ザ
ー
は

マ
イ

ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

以
下

の
微
細
加
工
も
可
能
で
、
製
品
の

小
型
化
の
流
れ
の
中
、
多
様
な
分

野
で
モ
ノ
づ
く
り
の
進
化
に
つ
な

が
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
を
先
読
み

し
た
加
工
技
術
の
開
発
に
努
め
、

高
精
度
レ
ー
ザ
ー
で
は
世
界
ト
ッ

プ
を
目
指
す
」

省
エ
ネ
・
生
産
改
善
推
進
従
業
員
の
能
力
向
上
も
図
る

　
―
２
０
１
２
年
、
鍛
造
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
や
見
通
し
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
鍛
造
品
の
需
要
を
牽
引
し
て

け
ん
い
ん

い
た
建
設
機
械
や
中
国
市
場
が
低

迷
し
、
好
材
料
に
乏
し
い
。
原
料

高
や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
遅

れ
、
電
力
不
足
の
不
安
、
超
円

高
、
ユ
ー
ロ
安
な
ど
と
、
経
営
環

境
は
極
め
て
厳
し
い
。
特
に
原
料

に
つ
い
て
い
え
ば
、
鉄
鋼
も
コ
ー

ク
ス
も
か
な
り
値
上
が
り
し
た
。

し
か
し
、
顧
客
は
韓
国

な
ど
と
熾
烈
な
競
争
を

し
れ
つ

繰
り
広
げ
て
い
る
か

ら
、
鍛
造
業
界
は
な
か

な
か
値
上
げ
で
き
な

い
。
売
上
高
も
利
益
も

見
通
し
は
険
し
い
」

　
―
業
界
各
社
は
一
様
に
厳
し
く

な
り
そ
う
で
す
か
。

　
「
た
だ
、
当
社
は
小
型
か
ら
大

型
ま
で
多
様
な
サ
イ
ズ
の
金
属
リ

ン
グ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
顧

客
に
納
め
て
い
る
の
が
強
み
だ
。

ど
こ
か
の
業
種
が
知
ら
ぬ
間
に
持

ち
直
す
こ
と
は
よ
く
あ
り
、
全
体

の
需
要
減
少
を
補
え
る
。
目
標
と

し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
売
上

高
の

％
ア
ッ
プ
と
増
益
を
目
指

す
」

　
―
鍛
造
は
圧
延
や
熱
処
理
で

大
量
の
電
気
を
消
費
し
ま
す
。

電
力
不
足
に
備
え
た
取
り
組
み

は
。

　
「
製
造
現
場
で
は
機
械
の
空

回
り
を
止
め
た
り
、
熱
効
率
を

高
め
る
バ
ー
ナ
ー
に
切
り
替
え

た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い

る
。
セ
ン
サ
ー
で
こ
ま
め
に
管

理
し
た
り
、
遮
熱
ガ
ラ
ス
を
入

れ
た
り
、
か
な
り
省
エ
ネ
投
資

も
し
て
き
た
。
し
か
し
、
熱
処
理

は
途
中
で
止
め
ら
れ
な
い
。
国
は

本
来
な
ら
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
を
保
証
す
べ
き
だ
」

　
―
設
備
投
資
の
計
画
は
ど
の
よ

う
に
立
て
ま
す
か
。

　
「
鍛
造
の
加
熱
炉
は
１
基
で
１

億
円
程
度
か
か
る
。
そ
れ
ら
が
３

工
場
に
何
十
台
と
あ
り
、
去
年
も

２
台
更
新
し
た
。

―

ク
ラ

ス
の
大
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
１

台
数
千
万
円
で
５
―
６
台
保
有
し

て
お
り
、
２
―
３
年
に

１
台
は
買
い
替
え
る
。

修
理
コ
ス
ト
も
か
か
る

か
ら
、
か
な
り
の
規
模

だ
。
設
備
償
却
の
範
囲

内
で
、
年
間

億
―

億
円
の
投
資
に
な
る
」

　
―

年
に
取
り
組
み
た
い
テ
ー

マ
は
。

　
「
製
造
現
場
に
時
間
的
な
余
裕

が
あ
れ
ば
、
従
業
員
が
製
造
技
術

を
改
善
で
き
る
よ
う
能
力
向
上
を

図
り
た
い
。
国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
目
標
を
定

め
、
不
良
率
の
低
減
に
つ
な
げ

る
。
節
電
が
難
し
く
て
も
生
産
性

が
高
ま
れ
ば
、
単
位
当
た
り
の
電

力
は
減
ら
せ
る
」

大
幅
コ
ス
ト
減
全
力
で
危
機
感
持
ち
、
円
高
に
対
処

年９月に稼働したび
わこ工場（滋賀県高島
市）の粉体塗装ライン

　
―
２
０
１
２
年
の
事
業
方
針

は
。

　
「
当
社
は
円
建
て
の
た
め
、
ま

ず
は
円
高
対
策
が
課
題
と
な
る
。

年
頭
訓
示
で
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
を
社
員
に
伝

え
た
。
製
本
工
程
機
で
ハ
イ
エ
ン

ド

高
級

機
種
を
ど
ん
ど
ん
開

発
し
て
い
る
が
、
市
場
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
ロ
ー
エ
ン
ド

低
級

機
種
も
重
要
だ
。
設
計
変
更
や
電

気
関
連
で
購
入
品
の
洗
い
直
し
を

進
め
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
し
て
い
か
な
け
れ
ば

当
社
の
製
品
が
市
場
か

ら
な
く
な
る
く
ら
い
の

危
機
感
を
持
っ
て
実
行

す
る
」

　
―

年
９
月
に
は
粉
体
塗
装
の

新
工
場
棟
を
稼
働
す
る
な
ど
、
内

製
化
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
で
す

ね
。

　
「
粉
体
塗
装
の
工
場
棟
は
１
月

か
ら
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。
高
い

内
製
化
率
を
武
器
に
生
産
設
備
を

フ
ル
活
用
し
て
、
頭
を
使
っ
て
モ

ノ
づ
く
り
を
磨
く
。
設
計
変
更
は

設
計
部
門
が
担
う
が
、
ア
イ
デ
ア

は
現
場
が
持
っ
て
い
る
の
で
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
有
効
活
用
す

る
。
社
内
の
製
造
技
術
や
社

員
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
チ

ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
全
力
で
取
り
組

む
」

　
―
電
子
書
籍
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　
「
思
っ
た
ほ
ど
日
本
で
は

普
及
し
て
お
ら
ず
、
限
界
が

あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も

壁
新
聞
が
重
宝
さ
れ
た
よ
う

に
、
紙
媒
体
が
重
要
な
こ
と
が
は

っ
き
り
し
た
。
紙
媒
体
の
中
で
製

本
機
の
役
割
は
大
き
い
。
５
月
に

開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
印
刷
機

材
の
国
際
展
示
会

ド
ル
ッ
パ

４
年
に
１
度
開
催

で
は
、

Ｗ
Ｅ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｓ

を
当
社
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
存
在
感
を
出
し
た
い
。

新
興
国
に
対
応
し
た
ミ
ド
ル
エ
ン

ド

中
級

以
下
の
機
種
も
展
示

す
る
ほ
か
、
プ
レ
ゼ
ン
は
中
国
語

で
も
対
応
す
る
な
ど
力

を
入
れ
て
い
る
」

　
―
こ
れ
か
ら
の
事
業

展
開
は
。

　
「
今
ま
で
も
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
プ
リ
ン

タ
ー
メ
ー
カ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス

提
携

が
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
当
社
は
顧
客
ニ
ー

ズ
を
つ
か
め
る
し
、
プ
リ
ン
タ
ー

メ
ー
カ
ー
も
製
本
工
程
機
が
な
い

と
製
品
を
販
売
で
き
な
い
。
消
費

者
は
製
本
の
品
質
で
、
本
の
品
質

を
評
価
し
て
い
る
。
国
に
よ
っ
て

も
製
本
の
需
要
は
異
な
る
た
め
、

市
場
に
応
じ
た
製
品
開
発
を
急
ぎ

た
い
」
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